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農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 
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ＪＡ兵庫南（兵庫県） 
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○ 

（平成 22年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

ＪＡ兵庫南では、平成 22 年から、食と農の理解を深めてもらうとともに、世代間

交流を促し地域活性化を図ることを目的とした「ふぁ～みん食農教育支援金事業」

に取り組んでいます。 

事業は、環境保全対策の一環である直売所のレジ袋の廃止により達成できたコス

ト削減結果と教育資金の一部により運営しております。 

2 概要 地域の各団体等が、幼稚園等に出向き、園児・父兄とともに芋掘り体験、イチゴ

苗の植え方、田植え・稲刈り体験をする等の食農教育活動の経費を「ふぁ～みん

食農教育支援金」より助成しています。 

交付基準 

1.対象団体 

(1)ＪＡ兵庫南管内に所在する学校（保育園・幼稚園・小学校・中学校） 

(2)上記管内に該当する地域の団体（自治会・老人会・子ども会・女性・農業

団体など） 

(3)本支援金からの支援の必要性がないものや営利を目的とする団体の活動は

対象外となります 

2.対象活動 

(4)農業体験（植付け・収穫） 

(5)地元食材を使った料理教室・コンテスト 

(6)食農に関する講演会 

(7)その他、この支援金を支払うに相応しいと審査会において認定された活動 

3. 支援金額と支援対象範囲 

(8)1事業に対する支援金は、総事業費の 1/2以内とし 5万円を限度とします。 

(9)支援対象範囲は資材費・講師謝礼金・印刷費・通信運搬費・会議費など 

(10)ＪＡ兵庫南の食農教育支援金以外から活動支援金を受けられる場合は申請

できません。 

3 成果 

（効果） 

平成 28年度は、63団体、延べ約 20,270名の参加がありました。 

それぞれの活動の中で世代間交流を促し、地域活性化につながりました。 

4 今後の予

定（課題） 

平成 29年度も同内容で実施いたします。 

6月末現在で 50団体から申請があり、6月末以降も問合せ等が続いています。 

食農教育支援金制度の更なる広報を行い、利用件数を拡大します。 
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